
国家試験は初めて座る席で、知らない人に

囲まれて１人で受験します。「こうじゃなき

ゃ……ああじゃなきゃ……」と言っている人

間が、果たしてそんな状況で力を出すことが

できるのでしょうか？。どんな状況であろう

とも、自分の力を出せるようにしておくこと

も、立派な試験対策の一つです。

もっとも試験を受ける以前に、勉強するこ

とに条件をつけている人間は、いつまでたっ

ても勉強を進めていくことができるようには

なりません。勉強をしていないわけですから、

当然、学力だって上がりません。実際、何人

もの学生さんを見てきましたが、勉強するこ

とに条件をつける学生さんに限って、成績が

芳しくないのも事実です。

逆に条件なんかつけずに、いつでもどこで

も勉強できる学生さんは、この上もなく強い

ですね。この「強い」というのは「精神的に

タフ」という意味もあるし、「学力も安定し

ている」「さらなる学力向上が期待できる」

という意味もある、まさに「試験対策全般に

おいて強い」ということを表しています。そ

ういう強い学生さんは、周りなんかお構いな

し、いつでも、どこでも、テキストなんかな

くても勉強してますよ。「えっ？テキストな

しにどうやって勉強するんですか？」ですっ

て？。頭の中でシミュレーションしてるんで

すよ。「臨界角というのは……屈折角が90°

に……」なんて具合に、何も見ないで頭の中

で組み立て、自問自答しているのです。

「そんなの無理！」っていう人。国家試験

は何も見ないで解かなければなりません。何

も見ずに、頭の中で組み立てていくことがで

きなければ、乗り切ることはできませんよ。

皆さんは「知っている内容が問われて、そ

れを答える」ことだけが、問題の解き方だと

思っていませんか？。確かにそれも問題の解

き方の一つではあります。しかし、「知らな

い問題が出題されたときに、持っている知識

を駆使して答を導く」解き方こそが、試験対

策には不可欠な解き方なのです。

そして自由自在に操って答を生み出す知識

……これこそが「生きた知識」と言われる、

国家試験で本当に求められている知識なので

す。ただ単に「知っているだけの知識」や

「覚えているだけの知識」は（それはそれで

重要なこともあるんですが）先が見えてしま

う、短絡的なものであることも確かなのです。

合格のためには、どんな問題が出てこよう

とも解かなければなりません。新傾向の問題

であろうが、見たことがない問題であろうが、

答を出して１点取らなければならないので

す。「ああじゃなき

ゃ勉強できない」

「こうじゃなきゃ…

…」なんて自分の条

件や都合ばかり言っ

ている人間に、果た

してそんなことが可

能でしょうか？。あ

なたの条件なんかお

構いなしに問題は作

られているし、国家

試験は進められてい

くのです。

初めて座る席で、

知らない人に囲まれ

て、頭の中にある知

識だけを頼りに、考

えて組み立てて、見

たこともない問題の

答を導き出す。そこ

には「あなたの条件」

なんか微塵も存在し

ないのです。言い方

を変えれば、あなた

にとって最も過酷な

環境でもあるので

す。そして、それに

打ち勝った人間だけ

が、晴れて薬剤師を

名乗ることができる

のです。

模擬試験の成績に

よる学習指導をして

いると、「今回は○

○だったから実力が

出せなかったんです

よ」と、試験結果にさえ自分の都合や条件を

持ち出す学生さんがいます。そんな時、私は

必ずこう言います「実力とは自分が最も不利

な状況で出せる力のことをいうんだよ」って。

そうそう、「まだまだ実力を出してないん

で……」なんて学生さんも結構いるんですが

……いつになったら実力を出すんでしょうか

ね？。いま出せない実力は、いつになっても

出すことができないと思うんですが……。

「実力出していない」が「出す実力がない」

なんてことにならないよう、今からしっかり

と国家試験対策に取り組んでください、もち

ろん無条件で……。
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最近、「ウチじゃあ勉強できないんですよ」と

言う言葉を耳にします。本人たちは平然と言って

いるんですが……これは一大事！。ウチっていう

のは多くの時間を過ごす場所、本来、一番自由に

行動できる場所のはず。それが「ウチでは勉強で

きない」とは……これは重大事件、「なぜウチじ

ゃ勉強できないの？」とその理由を問うと……。

「いや、何かウチじゃ、やる気しなくて」「TV見

ちゃうんで」……ン？。それは、ただ単に勉強する意志がなかったり、勉強よりもTVを優先さ

せているだけの話では……？。ん～、どうも「勉強しない（……）」ことを何かのせいにして

「勉強できない（………）」としているフシがあるんですよねぇ。他にも「この席じゃ集中でき

ない」とか「こういうのは表にしてくれないと覚えられない」とか、自分が勉強することに、

ああだこうだ条件をつける人がいますけど……。それって言うのは「私が望んでいる環境とは

違う＝だから勉強できない＝勉強しなくてもいい」と、正当化しているだけでは……？。こう

じゃなきゃダメ、ああじゃなきゃダメ、いったいいつになったら始めるんでしょう？。でも本

当にその条件が全てそろった時に、その人は勉強を始めるんでしょうか？。しまいには「国家

試験の問題がこうじゃなきゃ……」なんて具合に注文をつけだすんでは……。

勉強のやり方を 
指導する 
勉強のやり方を 
指導する 

伽原　美也子 

試験対策の本当の強さとは
“無条件”で勉強できること
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